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(1) 第 7号 石巻市文化財だより 昭和53年 3月30日

石
巻
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

今
回
は
従
来
ま
で
石
巻
市
教
育
委
員
会
が
実

施
し
て
来
た
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
在
の
う
ち

整
理
の
進
ん
た

3
辿
跡
に

つ
い
て
‘
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ケ
カ
リ
浜
は
昭
和
49
年
に
行
な
わ
れ
た
‘

狐
崎
‘
福
汎
浦
間
の
漁
浩
関
辿
道
路
の
建
設
工

事
に
伴
な
い
発
見
さ
れ
た
も
の
で
‘
調
査
時
点

で
す
で
に
大
半
が
消
滅
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
沼
津
貝
塚
は
‘
史
跡
標
柱
‘
説
明
板
‘

注
慈
板
を
設
甜
す
る
敷
地
部
分
に
つ
い
て
実
施

し
な
記
録
保
存
の
た
め
の
発
掘
調
在
概
要
で

す
。梨

木
畑
に
つ
い
て
は
‘
昭
和
5
1
年
住
宅
地
内

で
出
土
し
た
貝
塚
人
骨
の
状
況
調
査
を
報
告
し

た
も
の
で
す
。

さ
て
‘
近
年
に
於
け
る
開
発
の
進
展
は
‘
市

内
に
約
80
ヵ
所
あ
る
各
時
代
の

埋
蔵
文
化
財
に

重
大
な
彩
評
を
及
ぽ
し
て
い
ま
す
。

多
く

の
場
合
‘
逍
跡
地

の
所
有
者
な
ど
が
行

う
宅
造
や
開
田
‘
畑
造
成
な
ど
小
規
校
な
破
壊

か
多
い
の
で
す
が
最
近
は
公
共
事
業
に
よ
る

場
合
も
多
く
な

っ
て

い
ま
す
。

特
に
区
画
整
理
や
道
路
建
設
な
と
の
場
合
は

個
人
事
業
に
よ
る
も
の
よ
り
規
絞
が
大
き
く
‘

単
一

逍
跡
全
体
あ
る
い
は
複
数
の
逍
跡
か
消
滅

し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

市
行
政
で
は
‘
こ
う
し
た
し
ぃ
重
な
埋
蔵
文
化

財
の
破
壊
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
‘
閾
係
開

発
部
局
と
た
え
ず
連
絡
を
取
り
な
が
ら
‘
で
き

る
だ
け
埋
歳
文
化
財
を
保
護
す
る
よ
う
努
力
し

は

じ

め

に

て
い
ま
す
か
‘
年
々
埋
蔵
文
化
財
の
現
状
変
更

が
妍
加
し
‘
有
効
な
保
護
対
策
．
が
及
ひ
に
く

い

状
況
に
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

し
た
が

っ
て
‘
こ
れ
ら
の
保
護
を
進
め
る
に

は
地
権
者
を
は
じ
め
‘

一
般
市
民
の
方
々
の

理
解
と
保
護
に
対
す
る
認
識
の
邸
掲
が
必
須
条

件
で
あ
り
‘
今
後
‘
市
と
し
て
も
粕

一
杯
の
努

力
を
傾
け
る
つ
も
り
で
す
の
で
一
般
市
民
の
方

々
の
よ
り
一
府
の
ご
協
力
を
お
廊
い
申
し
上
け

ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
は
地
下
や
水
中
に
埋
没
し
て
い

る
過
去
の
人
間
活
動
の
証
跡
全
体
を
慈
味
し
て

お
り
‘
土
器
や
石
器
な
ど
の
追
物
ば
か
り
て
な

v、
そ
れ
ら
の
硲
か
れ
て
い
る
状
況
や
‘
住
居

跡
‘
炉
跡
‘
貯
蔵
穴
な
ど
の
逍
構
と
の
有
機
的

関
係
が
重
要
な
意
味
を
も

っ
て
い
ま
す
。

従

っ
て
逍
跡
を
破
壊
し
‘
そ
の
有
機
的
関
連

を
断

っ
て
し
ま
う
事
は
‘

土
器
や
右
器
‘
住
居

跡
な
ど
の
逍
物
、
瑣
構
を
‘
単
な
る
骨
炉
品
に

化
す
る

こ
と
に
等
し
く
‘
金
銭
的
価
伯
は
見
い

出
し
得
て
も
‘
知
識
や
具
埋
の
源
泉
と
し
て
の

価
値
は
失
な
わ
れ
て
し
ま
う
で
し

ょ
う
。

て
す
か
ら
‘
埋
蔵
文
化
財
は
‘
現
在
活
用
す

る
に
必
要
な
範
囲
の
発
掘
は
実
施
す

ぺ
き
で
す

が
で
き
う
る
限
り
こ
れ
を
保
存
し
将
米
の
活

用
に
期
す
る
よ
う
配
応
す
る

の
か
現
代
人
の
E

只

務
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

なお‘本号に掲載した報告文は‘調杏

担当者‘石谷市文化財保渡委は木村敏郎

の指埒のもとに‘石巻市教育委貝会社会

教育課が作成したものです。

また11具‘挿入図の作成も社会教育課

か相当したものです。

迅跡名 調壺実施年月 調査原因

西三軒屋 47・12-48・ 3 宅造 ・道路拡巾

に ら塚 48・3 道路拡巾

スケカリ浜 49・9-49"・10 道路建設

垂水囲 50・4 開田

沼 津 51・ 1 史跡標識設骰

田 道 町 52・1 区画整理

西 三 軒 屋 52・1 自動車学校建設

大 浜 53・1 林道建設

c
 



昭和53年 3月31日 石巻市文化財だより 第 7号 (2) 

,....... 

成
さ
れ
テ
ラ
ス
は
約
30
面
の
広
さ
を
有
す
る
。

堆
栢
府
は
そ
の
沢
に
向
っ
て
若
干
傾
刊
し
厚

く
な

っ
て
ゆ
く
状
況
か
観
察
さ
れ
た
。

ま
た

一
部
に
小
貝
塚
を
伴

っ
て

い
た
か
‘
す

て
に
削
平
さ
れ
て
い
る
た
め
‘
年
代
及
ひ
そ
の

広
が
り
は
明
確
に
て
き
な
か

っ
た
。

貝
府
は
破
砕
し
た
貝
穀
を
多
数
含
む
混
土
貝

府

の
状
態
を
示
し
‘
確
認
で
き
た
貝
種
に
は
‘

イ
シ
ダ
タ
ミ
‘
レ
イ
シ
‘
ツ
メ
タ
ガ
イ
‘

ヘ
ピ

ガ
イ
、
マ
ガ
キ
‘
サ
ザ
エ

‘
オ
オ

ノ
ガ
イ
、
イ

ボ
ニ

シ
が
あ
り、

そ
の
う
ち
イ
シ
ダ
タ
ミ
‘

レ

イ
シ
の
比
率
が
圧
倒
的
に
寸
9

い
。

二
枚
貝
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
ず
‘

巻
貝
を

中
心
に
し
た
岩
礁
性
貝
種
に
よ
り
構
成
さ
れ
て

い
る
。

B
地
点

本
地
点
は
A
地
点

の
調
在
時
に
行

っ

た
周
辺
調
行
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
で
‘
発

掘
は
実
施
し
な
か

っ
た
。

追
跡
は

A
地
点
南
方
約
5
0
m
の
ス
ケ
カ
リ
浜

入
江
平
担
地

に
形
成
さ
れ
て
お
り
‘
標
高
約
闊

m
を
数
え
る
。

波
に
没
食
さ
れ
た
洵
浜
庄
而
に
逍
物
包
含
附

が
露
出
し
て
お
り
‘
逍
跡
形
成
時
の
梅
岸
線
よ

り
大
部
没
食
さ
れ
て
い
る
と
名
え
ら
れ
る
。

洵
岸
部
の
包
含
層
露
頭
に
お
け
る
府
序
は
‘

近
年
ま
で
カ
キ
処
理
場
に
使
用
さ
れ
て
い
た
た

め
‘
約
40
セ
ン
チ
に
及
ぶ
カ
キ
貝
の
堆
栢
府
が

見
ら
れ
、
そ
の
下
位
に
海
岸
礫
を
含
む
3
0
セ
ン

チ
程

の
昭

い
砂
JO
か
あ
る
。

追
物
は
こ

の
砂
府
の
下
半
部
に
包
含
さ
れ
て

お
り
‘
史
に
そ
の
下
位
は
黄
褐
色
土
の
地
山
而

へ
と
移
行
し
て
い
る
。

3
、
遺

物

A
地
点
か
ら
は
‘
約
百
片
程
の
縄
文
式
土
器

片
が
採
北
さ
れ
た
か
、
多
く
は
細
片
で
あ
り
年

代
決
定
で
き
る
査
料
は
少
な
い
。

大
別
し
て
‘
胎
土
に
繊
維
を
含
み
体
部
に
連3
 

続
s字
状
文
の
施
さ
れ
る
も
の

(
I
図
い
ー
し

）

微
虻
の
繊
維
を
含
み
円
形
竹
管
文
の
施
さ
れ
る

も
の

（
い
i
い
）‘
粘
土
紐
貼
付
に
よ
る
連
続
波

形
文
の
施
さ
れ
る
も
の
（
C
ー
１
～
C
２
）
、
ヘ
ラ
描
き

の
曲
線
的
沈
線
の
施
さ
れ
る
も
の

（
い
ー
い
）
、

肉
太
な
貼
付
に
よ
る
隆
常

の
あ
る
も
の

(
E
)、

ヘ
ラ
描
き
縦
位
沈
線
の
見
ら
れ
る
も
の

(
[
)
、

戸
）
に
分
類
て
き
る
。

こ
れ
ら
は
‘
各
々

A
群
ー
大
木
2

b
式‘

B

僻
ー
大
木
3
式
‘

c群
ー
大
木
4
式
‘

D
群
ー

大
木

8

b
式

‘
E
群
ー
大
木

9
式
‘
F
群
ー
大

木

10
式
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

石
器
に
は
削
器

(
II
図

2
‘
4
)
及
び
剥
片

(
II
図

3
)
か
認
め
ら
れ
る
か
‘
伴
出
土
器
型

式
は
不
明
で
あ
る
。

他
に
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
‘
7
点
の
磨
石

が
あ
る
。

梅
岸
に
多
数
森
出
す
る
礫
を
利
用
し
た
も
の

で
、
長
軸
に
平
行
な
側
而
‘

ま
た
は
短
軸
に
平

行
な
而
に
著
し
い
崩
艇
が
見
ら
れ
る
。

材
質
は
頁
岩

（
川
図

2
)
‘
安
山
岩

(
II
図
l

Ill
図

4
)‘
砂
岩

(
Ill
図
1
‘
3
‘
5
‘
6
)
よ

り
成
る
。

伴
出
土
器
刑
式
は
不
明
で
あ
る
か
‘
お
そ
ら

く
大
木

4
式
に
伴
う
も
の
と
思
わ
れ
る
。

4
、
ま
と
め

①
A
地
点
は
範
囲
が
狭
く
‘
か
つ
薄
い
包
含
府

に
も
か
か
わ
ら
ず
‘
6
型
式
の
土
器
を
出
土
し

て
お
り
‘
そ
の
立
地
と
合
わ
せ
見
た
場
合
‘
織

文
時
代
前
期
後
半
及
び
同
中
期
後
半
に
亘
り
形

成
さ
れ
た
‘
仮
泊
地
的
性
格

の
強
い
遺
跡
て
あ

る
と
推
定
さ
れ
る
。

②
B
地
点
は
平
安
時
代
に
形
成
さ
れ
‘

焼
土
而

や
焼
石
が
広
い
範
囲
に
散
見
さ
れ
る
と

こ
ろ
か

ら
‘
製
塩
沿
跡
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。



(3) 第 7号 石巻市文化財だより 昭和53年 3月31日

A地点 （縄文）の近景
I 図 スケカリ浜遺跡（東部より見る）

A- I (X%) B-1 (X%) B-2 þÿ�(�X�2�/�3ÿ	� 

A-3 い く火 ） C- I þÿ�(�X�2�/�3ÿ	� C-2 (X2/3) 

A-2 (XYs) 

D a 
E (X Ys) 

. 

D-2 (X ½ ) 

：］ 
F-I (X½) F-2 ( X½) 



昭和53年 3月31日 石巻市文化財だより 第 7号 (4) 

II 図 (X1/3) 
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(5) 第 7号 石巻市文化財だより 昭和53年 3月31日
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昭和53年 3月31日 石巻市文化財だより 第 7号 (6) 

遺
跡
所
在
地

石
咎
市
沼
津
字
出
外

閻

査

期

間

昭

和

50
年

1
月
10
日
ー

14
日

調

査

面

栢

約

25
面

調
査
主
体
者
石
巻
市
教
育
委
員
会

調

査

担

当

者

文

化

財

保

護

委

員

木

村

敏

郎

調

査

参

加

者

文

化

財

保

護

委

貝

佐

藤

雄

一

11

石

垣

宏

尚
刷
女
学
院
短
大
佐
藤
正
人

束
北
学
院
大
聴
講
生
阿
部
正
光

束
北
学
院
大
史
学
科
三
塚
敏
明

石
巻
市
教
委

岩
佐

貞

石巻市教委中村光一

石巻高等学校学生3名

調査協力者地権者浅野繁雄

ー、調査地点

当該地点は‘沼津貝塚の貝層分布内側

に広がる‘標高約20mのほぽ平但な丘陵

頂而で、昭和42年市道拡巾に伴ない‘宮

城県教育委員会が発掘調査を実施した地

点の南西‘約35mの地点である。

椋識等設憎用地として選定した本地点

は‘市道と股道（八幡神社参道）の交差

する角部の南側畑地の北束隅で‘逍物の

散布は非常に稀薄であった。

2、調査の概要

調査は‘標識設置用地に‘南北方向の

いm巾トレンチを3本設晋し‘逍構の確

認にあたった。

厳寒のため表土は凍結し‘表土剥離は

困難を極めた。

その結果‘束部に設けた二本のトレン

チは‘約30cmで地山の黄褐色土に達し‘

見るべき逍物‘逍構は検出できなかった

が‘西端のトレンチに於いて‘大洞A式

土器を包含する薄い包含層が確認され‘

複数土器の平叫設より成る追構が検出され
゜た

このため‘発掘区を西部に1mx5m

束部に1mx4m程拡張し‘調査を進め

沼

津

貝

I塚
史

跡の

□発
設置掘

羞祁 調

戸出 大_§_ 
調
査
I 

た
の
て
あ
る
。

そ
の
結
果
‘
地
表
面
下
約
3
0
c
m
の
レ
ベ
ル
に

四
個
体

の
土
器
よ
り
成
る

一
群
の
迅
構
か
検
出

さ
れ
た
。

土
器
は
‘

A
（痰
）

B
（深
鉢
）
C
（
深
鉢
）

D

（
浅
鉢
）
よ
り
構
成
さ
れ
‘

他
に
何
ら
の
追

構
も
伴

っ
て

い
な
か
っ
た
。

A
は
6
コ
の
山
形
突
器
を
有
す
る
大
口
径
の

快
で
‘
倒
立
し
た
状
態
で
竿
叫
か
れ
て
い
た
。
頸

部
か
ら
口
縁
部
が
依
存
し
‘
口
緑
円
周
の
約

7

割
が
残
存
し

て
い
る
他
は
‘
耕
作
等
に
よ
り
削

り
収
ら
れ
て
い
る
。

B
は
大
型
の
深
鉢
形
土
器
を
正
立
し
て
渭
設

し
た
も
の
で
、
や
は
り
耕
作
に
よ
り
胴
部
以
上

が
欠
損
し

て
い
る
。
底
部
中
央
に
固
意
に
破
損

さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
欠
落
部
分
が
あ
る
。

C

(
II
図
7
)
は
一

個
体
の
土
器
が
い
、
い

い

の
3
ヵ
所
に
分
閥
さ
れ
て
お
り
‘
明
ら
か
に

意
図
的
に
分
散
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

接
合
段
階
で
各
々
が
接
合
し
‘
こ
れ
ら
は
同

一
個
体
で

あ
る
事
が
判
明
し
た
。

D

(
II
図
6
)
は
倒
立
状
態
で
い
の
器
体
に

接
し
て
涸
か
れ

て
い
た
も
の
で
、
耕
作
に

よ
り

底
部
は
欠
失
し
て
い

る
が
、
本
来
底
部
が
存
在

し
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
｀
い
と

D
の
間
に
‘
長
径
約
9
Cm
の
頁

岩
製
の
玉
石
が
罹
設
さ
れ
て
い
た
。

全
面
に
磨
痕
が
見
ら
れ
‘
だ
円
球
体
状
に
整

形
さ
れ
て
い
る

が、

い
か
な
る
意
味
を
も
つ
の

か
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
‘

B
土
器

の
東
部
、
約
1
m
の
付
近
に

焼
石
及
ぴ
大
型
の

土
器
破
片
が
検
出
さ
れ
‘
周

辺
に
比
較
的
多
く
の
木
炭
粒
を
伴

っ
て
い

た
が

前
記
逍
構
附
よ
り

10cm
程
高
い
レ

ヘ
ル
に
包
含

さ
れ
て
お
り
‘
両
者
の
間
に
直
接
の
関
連
が
あ

る
か
否
か
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。

土
器
の
罹
設
追
構
は
‘
南
北
約

2
m‘

束
西

約
闊

m
の
範
囲
で
あ
る
が
‘
更
に
西
部
に
広
が

る
事
も
予
想
さ
れ
‘
限
定
さ
れ
た
範
囲

の
調
布

で
は
‘
そ
の
性
格
を
確
定
す
る
ま
で

に
至
ら
な

か
っ
た
。

3
、
遺

物

表
土
中
か
ら
纏
文
後
期
及
ぴ
繹
文
晩
期

の
逍

物
が
若
干
出
士
し
た
。

大
洞

A

(
II
図

1
‘
5
)
大
洞

Cz
(
II
図

2
)

大
洞

Cl
(
II
図

4
)
大
洞

B

C

(
II
図

3
)
な

ど
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
確
認
さ
れ
た
包
含
層
中
か
ら
は
‘
前
記

四
個
体

の
土
器
を
含
む
‘
大
洞

A
式
期

の
土
器

片
が
出
上
し
た
。

う
ち
掲
載
し
た
の
は

C
個
体

(II
図

7
)
及

び

D
個
体

(
II
図
6
)
の
復
元
し
た

2
個
体
て

あ
る
。

他

の
A
個
体
及
ひ

B
個
体
は
ま
だ
接
合
か
完

了
し
て
い
な
い

。

い
と

D
間
に
発
見
さ

れ
た
‘
だ
円
球
体
状

の

石
製
品
は
｀
形
態
的
に
す
り
石
に
類
似
す
る
が

そ
の
用
途
は
不
明
で
あ
る
。

4
、
ま
と
め

①
標
識
設
躍
部
分
の
敷
地
束
半
部
は
全
く
迫
構

が
存
在
し
な
か
っ
た
が
‘
西
半
部
は
大
洞

A
式

土
器
の
薄
い
包
含
層
が
存
在
す
る
。

②
四
半
部
に
於
い

て
‘
大
洞

A
式
期

の
4
個
体

の
土
器
か

ら
成
る

一
群
の
遣
構
が
検
出
さ
れ
た

が
、
史
に
西
部
に
広
が
る
可
能
性
が
あ
り
‘

そ

の
性
格
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。



(7) 第 7号 石巻市文化財だより 昭和53年 3月31日

1'°TT-=  -・__,_  1 "f° -
T-

Iしレ 沼津貝塚標識設置部検出遺構実測図

Iしじ

_IA lh 『¥
0 50 cm 

I I I I I I 

A
 

＼ 

至八幡神社 農 道

IB 

B

へ[ IB 

ド

↑

0 Sm 

I I I I I I 

゜

沼津貝塚発掘調査地点測量図

＝ 土
ド i

越
田

I 
に

ド
市
道
沼
津

号
線

至
金
山



昭和53年 3月31日 石巻市文化財だより 第 7号 (8)

I 図
発堀の状況 土器群検出状況

土器 (C- I) 出土状況 土器 (A)の出土状況

土器 (D)の出土状況 土器 (B)の出土状況
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万石浦湾口‘南岸に張り出した丘陵ふ

ところに広かる緩傾斜地一虹布‘約一――千げ

の而栢を有するか‘現在は宅地化か進み

保存状況は良くない。

万石浦南岸には数多くの追跡が認めら

れ‘束方約lkmに屋敷浜貝塚があるほか

梨木畑に至る間に‘大派‘神林‘胡桃浜

一本杉などの逍跡が分布し‘北方約ばkm

には沼津貝塚が存在する。

なお‘昭和38年に束北大学考古学研究

室の手で本迅跡の発掘調在か実施され‘

縞文早期1平安時代に至る多数の沿物か

発見されている。

2‘調査の概要

今回‘人骨か発見された地点は‘昭和

38年に束北大学が調介した地点の北方‘

梅岸寄り‘約20mのところで‘宅地内の

庭に当たる部分である。

現場は宅地建設により`約ぽmの包含

屑がすでに削平されており‘人骨は若千

に残った貝層の最下部に勺」含されていた。

調査は‘人骨周辺に約口m四方の発掘

区を設け実施した。

その結果‘現地表下約25cmの而で埋葬

人厄日を検出した。

人背は‘眉部から腰部にかけ‘3個の

粘板岩大石を東せ‘強い屈曲姿勢を取る

ものであった。

各々出土した骨の部位から考え‘上半

ぅ 梨

木
) 畑
'I 貝 ＇
人

骨塚
埋 (J)
葬
状発
i 況掘 i
i i 

調調 ，
フ早 早禾

I 

~ 

＇ 

カ
キ
‘

ノ‘

マ

身
を
う
つ
ぶ
せ
に
‘
右
手
を
腰
前
に
‘
左
手
は

尻
部
に
平
叫
き
‘
両
足
の
つ
ま
先
は
‘
尻
部
に
骰

い
た
左
手
先
と
合
わ
さ
る
程
強
く
折
り
曲
げ
ら
．

れ
て
い
る
。

碩
菟
は
発
見
時
す
で
に
収
り
上
け
ら
れ
て
は

い
る
が
上
体
の
方
向
か
ら
‘
地
非
頭
位
は
北

北
束
で
あ
る
事
か
判
明
し
た
。

ま
た
人
骨
と
同
レ
ベ

ル
で
、
左
盾
部
及
び
そ

の
上
方
30cm
の
付
近
‘
並
び
に
右
大
腿
束
部
2
0

em
付
近
の
貝
層
面
に
黄
色
粘
土
を
貼
り
付
け
た

箇
所
が
検
出
さ
れ
た
が
‘
埋
葬
施
設
に
相
当
す

る
も
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
他
膝
頭
の
束
部
‘
約
2
0
c
m
の
付
近
か
ら

破
砕
し
た
鉄
片
か
ま
と
ま

っ
て
出
土
し
た
。

人
骨
を
取
り
巻
く
形
で
検
出
さ
れ
た

一
群
の

石
組
み
は
‘
い
す
れ
も
火
熱
の
あ
と
が
f

者
し
く

部
分
的
に
、
多
数
の
製
塩
土
器
片
が
密
集
し
て

伴

っ
て
い
た
。

特
に
人
骨
の
右
腕
骨
付
近
で
は
‘
製
塩
土
器

片
が

一
而
に
敷
か
れ
た
よ
う
な
状
態
て
並
ん

で

い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
た
。

し
か
し

こ
れ
ら
の
石
紐
み
は
‘

発
掘
範
囲
よ

り
史
に
広
が
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
‘
人
背
に
的
接
関
辿
す
る
も
の
で
な
く
‘
人

骨
埋
葬
以
前
の
時
期
に
枯
築
さ
れ
た
製
塩
迅
構

の
一
部
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
‘
人
骨
の
左
腰
部
に
接
し
て
、
回
転
糸

切
り
手
法
を
用
い
‘
周
円
か
ら
底
部
を
ヘ
ラ
削

リ
し
た
須
恵
器
杯
の
破
片
が
検
出
さ
れ
た
。

こ
れ
は
‘
前
記
鉄
製
品
と
と
も
に
‘
人
骨
周

辺
の
埋
葬
而
に
検
出
さ
れ
た
か
‘
副
葬
品
に
相

当
す
る
も
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

3
、
遺

物

辿
物
は
‘
人
骨
上
部
を
被
う
‘

ク
リ
‘
ア
サ
リ
を
主
体
と
す
る
貝
陪
及
び
人
骨

周
辺
か
ら
、
多
数
の
土
師‘

俎
恵
及
ひ
製
塩
土

器
片
を
検
出
し
た
。

土
師
器
は
杯
及
ひ
猥
の

2
種
か
見
ら
れ
‘
い

す
れ
も
内
黒

で
‘
底
部
切
り
離
し
は
回
転
糸
切

り
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

(
I
図
l
‘
2
)

底
部
の
再
調
似
年
な
し
の
も
の
か
多

い
が
へ
周

辺
部
及
ひ
底
部
外
周
に
手
持
ち
ヘ
ラ
削
り
を
施

し
た
も
の
か
一

点
見
受
け
ら
れ
る
。
(
I
図

3
)

ま
た
須
忠
器
は
‘
杯
‘
梨
‘
長
頸
瓶
‘
盈
が

見
受
け
ら
れ
‘
い
ず
れ
も
9

C
以
降
の
も

の
で

あ
る
。

製
塩
士
器
は
破
片
の
み
で
‘
全
形
を
復
元

で

き
る
も
の
は
な
い
。

器
形
は
‘
い
わ
ゆ
る
オ
ケ
形
に
な
る
も
の
と

思
わ
れ
‘
器
厚
は
体
部
で
1
0
ー

14mm
‘
底
部
付

近
で
1
3
i
1
7
ミ
リ
に
な
る
も
の
が
多
く
‘
輪
栢

み
狼
を
残
し
て
い
る
。

ま
た
‘
土
製
IX

脚
の
破
片
が
あ
る
か
‘
円
箇

状
で

一
端
か
カ
サ
状
に
開
い

て
い
る
。

残
存
部
分
で
伯
径
62mm
を
数
え
る
。
同
様
の

支
脚
が

一
本
杉
貝
版
で
も
発
見
さ
れ

て
い
る。

こ
れ
ら
は
‘
そ
の
特
徴
よ
り
‘
い
ず
れ
も

9

C
の
年
代
か
考
え
ら
れ
る
。

人
骨
膝
頭
付
近
か
ら
出
土
し
た
鉄
製
品
は
‘

約
い

mm
厚
の
鉄
板
を
二
つ
折
り
に
し
て
鍛
え
た
も

の
で
刀
子
と
思
わ
れ
る
が
‘

明
言
て
き
な
い
。

4
、
ま
と
め

①
埋
葬
人
骨
の
年
代
は

9

C
と
考
え
ら
れ
る
。

②
体
位
は
強
く
足
を
折
り
曲
げ
た
屈
葬
形
式
を

と
る
が
‘
土
圧
に
よ
る
変
形
を
考
慮
す
る
と
‘

座
位
葬
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

③
人
骨
の
性
別
‘
年
令
は
‘
鑑
定
を
受
け
て
い

な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
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調査地点と梨木畑貝塚の遠景
I 図 調査区域の状況
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